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収入の部 （単位：円）

一般会計
項　　目 予 算 額

会費（正会員69団体、賛助会
員79（個人又は団体）口数125）

970,000

補助金（山口県） 171,000
事業基金取崩 250,000
雑収入（利息等） 2,003
繰越金 306,997

計 1,700,000
特別会計

項　　目 予 算 額
県総合芸術文化祭委託料 35,000,000

計 35,000,000
合　　計 36,700,000

◇平成20年度予算
支出の部 （単位：円）

一般会計
項　　目 予 算 額

交流事業費（パーティ関連） 150,000
広報事業費（会報制作費等） 550,000
人材派遣事業費 200,000
講演会事業費 500,000
管理運営費 250,000
予備費 50,000

計 1,700,000
特別会計

項　　目 予 算 額
第２回山口県総合芸術文化祭事業費 35,000,000

計 35,000,000
合　　計 36,700,000

　

四
十
数
年
前
に
、
当
時
の
下
関
の
文
化
協

会
の
会
長
さ
ん
の
肝
い
り
で
山
口
県
文
化
連

盟
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
時
に
は
、
多
分
十

数
名
の
集
ま
り
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
、
こ
の
場
に
立
ち

ま
し
て
、
当
時
の
こ
と
を
思
う
と
、
大
変
感

慨
無
量
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
三
月
に
、
山
口
県
文
化
連
盟
が
再
発

足
し
て
一
年
余
り
が
経
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
間
、
国
民
文
化
祭
の
成
果
を

継
承
し
て
、
第
一
回
山
口
県
総
合
芸
術
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

ま
し
て
、
大
変
素
晴
ら
し
い
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
山
口
県
の
文
化
振
興
の
基
礎
づ

く
り
の
た
め
に
、
昨
年
十
二
月
に
は
、
山
口

県
文
化
芸
術
振
興
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

が
、条
例
案
の
検
討
過
程
に
お
き
ま
し
て
は
、

県
内
の
各
会
場
で
開
催
さ
れ
た
地
域
懇
談
会

に
本
連
盟
の
皆
さ
ん
も
多
数
参
加
さ
れ
、
文

化
芸
術
を
牽
引
す
る
立
場
か
ら
様
々
な
提
言

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
連
盟
の
発

足
か
ら
一
年
と

い
う
期
間
は
、

こ
れ
か
ら
の
山

口
県
の
文
化
芸

術
の
発
展
の
た

め
に
、
大
変
意

義
深
い
一
年
で

あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い

ま
す
。

平
成
20
年
度　

総　

会　

文
化
連
盟
の
講
師
が
地
域
の
文
化
芸
術
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

地
域
の
文
化
芸
術
活
動
支
援
事
業

　

本
連
盟
の
有
す
る
豊
富
な
人
材
を
活
用
し
た
自
主

事
業
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
取

り
組
む
も
の
で
、
予
め
講
師
（
指
導
者
）
と
し
て
登

録
し
た
会
員
が
、地
域
で
行
わ
れ
る
各
種
文
化
教
室
、

学
校
で
の
授
業
や
部
活
動
等
に
お
い
て
実
技
指
導
や

講
義
な
ど
を
行
い
、地
域
の
文
化
芸
術
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

注
目
！

◇
講
師
（
指
導
者
）
の
要
件

　

・ 

山
口
県
文
化
連
盟
に
加
盟
す
る
団
体
（
正
会
員
）

に
所
属
す
る
こ
と
。

　

・ 

地
域
や
学
校
等
の
文
化
活
動
等
に
お
い
て
実
技
指

導
・
講
義
な
ど
が
行
え
る
こ
と
。

◇
実
施
開
始
時
期

　

 

・ 

現
在
講
師
の
登
録
を
進
め
て
お
り
、登
録
者
数
、分

野
等
講
師
の
内
容
が
揃
い
次
第
、開
始
す
る
予
定

◇
実
施
の
流
れ

　

 

・ 

①
申
込
み
・
申
請
（
利
用
者
）
↓
②
講
師
紹
介
（
事

務
局
）
↓
③
打
合
せ
（
講
師
・
利
用
者
）
↓
④
実

技
指
導
・
講
座
等
実
施

◇
経
費
負
担

　

・ 

山
口
県
文
化
連
盟
の
負
担
で
、
一
回
の
指
導
に
つ

き
交
通
費
相
当
額
二
、〇
〇
〇
円
（
税
額
控
除
後
）

を
支
給
す
る
。

　

・ 

申
請
者
（
利
用
者
）
に
謝
金
、
交
通
費
の
支
給
は

求
め
な
い
。

　

・ 

お
花
や
お
菓
子
な
ど
の
材
料
費
は
申
請
者（
利
用
者
）

の
負
担
と
す
る
。

＊ 

随
時
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
会

員
の
皆
様
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

回
県
総
合
芸
術
文
化
祭
の
開
催
、
条
例
制
定

記
念
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
（
特
別
会
計

事
業
）
に
つ
い
て
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
会
報
の

発
行
、地
域
の
文
化
芸
術
活
動
支
援
事
業（
人

材
の
派
遣
）、
文
化
講
演
会
開
催
等
（
一
般

会
計
事
業
）、
第
二
回
県
総
合
芸
術
文
化
祭

事
業
（
特
別
会
計
事
業
）
の
実
施
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

あいさつする田村会長

■役員改選について
　任期満了に伴い、役員の改
選（任期２年）が行われました。

会
長

田村　幸志郎
（やまぐち市民文化の会会長）

副
会
長

上田　俊成
（長門文化協会会長）

早川　定雄
（山口県川柳協会会長）

理　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事

臼杵　裕世
（山口県中学校文化連盟会長）

遠藤　徳吉
（おごおり文化協会会長）

加藤　燿子
（山口県洋舞連盟理事長）

重広　昭雄
（山口県吹奏楽連盟理事長）

玉野　知之
（周南文化協会会長）

中島　俊泰
（山口県高等学校文化連盟参与）

野村　忠司
（下関市文化協会会長）

坂東　三嘉寿美
（㈳日本舞踊協会山口県支部長）

藤麻　　功
（柳井文化連盟会長）

監　

事

松原　　清
（㈶山口県文化振興財団副理事長）

三吉　忠光
（㈶岩国の文化を育てる会理事長）

　

山
口
県
文
化
連
盟
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
の
山
口
県
の
文
化
振
興
を
担
う
、

中
核
的
な
組
織
と
し
て
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
、
本
連
盟
に
集
う
会
員
が
、

お
互
い
に
連
携
を
一
層
強
化
し
て
、
本
連
盟

の
活
動
を
ま
す
ま
す
活
発
に
さ
せ
て
い
く
と

と
も
に
、
県
民
や
行
政
と
緊
密
な
連
絡
を
取

り
合
い
な
が
ら
、
山
口
県
の
文
化
芸
術
の
発

展
の
た
め
に
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
事
業
と
し
て
実
施
し
た
、

会
報
の
発
行
等
（
一
般
会
計
事
業
）、
第
一

報
告
〜
平
成
20
年
度
の
取
組
〜

平成20年５月27日㈫
15時30分～

ホテルニュータナカ
平安の間

収入の部 （単位：円）

一般会計
項　　目 決 算 額

会費（正会員69団体、賛助会
員79（個人又は団体）口数129）

990,000

補助金（山口県） 171,000
寄附金（旧山口県文化連盟残余財産） 1,174,252
雑収入（利息等） 1,473

計 2,336,725
特別会計

項　　目 決 算 額
県総合芸術文化祭委託料・県財団助成金 61,600,000
県文化芸術振興委託料 475,000

計 62,075,000
合　　計 64,411,725

◇平成19年度決算
支出の部 （単位：円）

一般会計
項　　目 決 算 額

交流事業費（パーティ関連） 80,957

広報事業費（賛助会員申
込書印刷費、会報制作費等）

578,200

管理運営費 196,319
積立金支出（事業基金） 1,174,252

計 2,029,728
特別会計

項　　目 決 算 額
第１回山口県総合芸術文化祭事業費 61,600,000
条例制定記念県民フォーラム事業費 475,000

計 62,075,000
合　　計 64,104,728

■
会
長
あ
い
さ
つ

■ 

平
成
十
九
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算

■ 

平
成
二
十
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算

＊太字は今回新たに役員になられた方です。
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　今年も山口県総合芸術文化祭を県内各地で開催
します。
　総合芸術文化祭は、国民文化祭の成果を継承し、
県民が文化に親しむとともに、文化芸術活動の成果
を発表する場として開催するもので、山口県から委
託を受けて山口県文化連盟が実施しています。

行
い
ま
す
。

◇
開
催
日　
十
一
月
二
日
㈰

◇
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

第
一
部
：
俵
山
子
ど
も
歌
舞
伎

　

第
二
部
：
創
作
舞
台
公
演

「
長
な
が
と
の
く
に
く
じ
ら
え
こ
う
も
の
が
た
り

門
鯨
回
向
外
伝
」

◇
ス
タ
ッ
フ

　

脚
本
・
演
出

　
　

市
川
笑
三
郎

　
　
　
（ 
市
川
猿
之
助
一
門
）

　
　

総
合
監
修

　
　
　

小
坂　

弘
治

　
　
　
　
（ 

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

元
博
多
座
総
支
配
人
）

◇
出
演
者

　

公
募
出
演
者　

　
　
四
十
名
（
小
学
校
五
年
生
以
上
）

　
地
元
文
化
芸
術
団
体 

ほ
か

【
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
】

　

全
国
的
に
活
躍
す
る
歌
舞
伎
俳
優　

市
川

笑
三
郎
氏
の
協
力
を
得
て
、
歌
舞
伎
の
演
出

手
法
を
採
り
入
れ
た
「
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
」

で
し
か
で
き
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
創
作
舞

台
」
を
上
演
す
る
ほ
か
、
地
元
の
小
・
中
学

生
に
よ
る
「
子
ど
も
歌
舞
伎
」
の
公
演
等
を

　

山
口
県
文
化
連
盟
の
分
野
別
の
県
域
文
化

芸
術
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
、
音
楽
、
文
芸
、

生
活
文
化
等
、
多
彩
な
分
野
に
わ
た
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。（
詳
細
は
左
表
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。）

　

今
年
度
の
山
口
県
芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞
受
賞
者（
藤

田
卓
也
〈
音
楽
／
テ
ノ
ー
ル
〉、
中
野
良
寿
〈
美
術
／

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
〉）
を
中
心
と
し
た
演
奏
会
と

作
品
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

＊ 

秋
吉
台
国
際
芸
術
村
の
開
村
十
周
年
の
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
芸
術
村
と
連
携
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

分野別フェスティバル開催一覧
７月
６日㈰ 第７回山口県日本舞踊祭

山口市・山口市民会館
㈳日本舞踊協会山口県支部

20日㈰ 第５回山口県洋舞フェスティバル
下関市・下関市民会館
山口県洋舞連盟

８月

１日㈮
～３日㈰
８日㈮
～10日㈰

第47回全日本吹奏楽コンクール山口県大会
下関市・下関市民会館、防府市・防府市公会堂
山口県吹奏楽連盟

31日㈰ 第63回合唱コンクール山口県大会
山口市・山口市民会館
山口県合唱連盟

９月

４日㈭
～９日㈫

第14回いけばな展
周南市・近鉄松下百貨店
山口県いけばな作家協会

７日㈰ 第18回山口県民謡コンクール大会
防府市・デザインプラザHOFU
山口県民謡連盟

23日㈷ 第21回全日本マーチングコンテスト山口県大会
山口市・維新百年記念公園アリーナ
山口県マーチングバンド連盟

23日㈷ 社交ダンスフェスティバル
山口市・山口市民会館
山口県ダンス連盟

10月

11日㈯
～12日㈰

第40回山口県邦楽大会
山陽小野田市・山陽小野田市文化会館
山口県邦楽連盟

12日㈰ 第56回山口県川柳大会
光市・ホテル松原屋
山口県川柳協会

17日㈮
～18日㈯

ＤＡ・Ｎ・ＣＥワークショップ2008
山口市・リル・レイ・ダンススタジオ
山口県ジャズダンス振興会

18日㈯
～19日㈰

第49回山口県演劇祭
宇部市・宇部市文化会館
山口県演劇協会

18日㈯
～19日㈰

連句大会
下関市・赤間神宮
やまぐち連句会

19日㈰ 第41回山口県母のコーラスフェスティバル
下松市・スターピアくだまつ
山口県母の合唱連盟

11月

16日㈰ 第45回山口県俳句大会
山陽小野田市・山陽小野田市文化会館
山口県俳句作家協会

23日㈰ '08やまぐち県詩祭
周南市・ホテルサンルート徳山
山口県詩人懇話会

30日㈰ 第44回山口県歌人協会短歌大会
山口市・山口県婦人教育文化会館
山口県歌人協会

30日㈰ 第７回山口県和太鼓の祭典
岩国市・玖珂こどもの館
山口県和太鼓連盟

12月

６日㈯ 第11回やまぐち創作文芸大会
宇部市・宇部市立図書館
山口県創作懇話会

14日㈰ 第36回山口県芸術演奏会
柳井市・サンビームやない
山口県音楽協会

14日㈰ 第53回山口県交響楽団演奏会
周南市・周南市文化会館
山口県交響楽団

20日㈯、
21日㈰、
23日㈷

第32回全日本アンサンブルコンテスト山口県大会
周南市・周南市新南陽ふれあいセンター
山口県管楽アンサンブル連盟

プレイベント
「ながと歌舞伎ゼミナール」の様子

第18回 山口県民謡コンクール大会

第14回 いけばな展

開
催
会
場　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と（
長
門
市
）

メ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　【
子
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
大
発
表
】

　

子
ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
国
民
文

化
祭
や
ま
ぐ
ち
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年

で
三
回
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年
は
、
子
ど
も

夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択
さ
れ
た
十
五
グ

ル
ー
プ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
メ
イ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
舞
台
に
成
果
発
表
を
行
い
ま
す
。

◇
発
表
日

　

展
示
発
表　

十
一
月
一
日
㈯
〜
三
日
㈷

　

舞
台
公
演　

十
一
月
三
日
㈷

分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
会
場　

県
内
各
地

ふ
る
さ
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

演
奏
会
・
作
品
展
示

開
催
会
場　

秋
吉
台
国
際
芸
術
村（
美
祢
市
）

藤
田
卓
也　

演
奏
会

　
「
声
に
寄
せ
て
」

　
　

開
催
日　
九
月
二
十
三
日
㈷

　
　

＊
コ
ン
サ
ー
ト
共
演
者

　
　

 　
山 

口
県
交
響
楽
団
、山
口
県
合
唱
団
、

防
府
少
年
少
女
合
唱
団
ほ
か

中野良寿　作品展示
　「Around myself 08」
　開催日　
　　９月14日㈰～27日㈯

第２回
山口県総合芸術文化祭

「Around myself 08」
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このコーナーでは山口県文化連盟の会員の皆さんを紹介していきます。
よこがお～会員紹介～

会
長　
山
中　
克
美 

〒
７
４
０

－

１
４
２
８

　
岩
国
市
由
宇
町
中
央
１

－
１

－

15

　
☎
０
８
２
７

－
６
３

－
０
１
２
１

地
域
と
ふ
れ
あ
う
文
化
協
会

　

岩
国
市
由
宇
町
は
、廻
船
業
で
栄
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

上
方
文
化
が
細
々
根
付
い
て
い
た
が
度
重
な
る
戦
争
で

耐
乏
生
活
を
強
い
ら
れ
そ
の
余
裕
も
な
く
な
っ
た
。

　

戦
後
の
復
興
か
ら
三
十
年
、生
活
も
安
定
し
た
こ
ろ〝
青

い
海
と
緑
の
山
野
・
人
情
豊
か
な
文
化
の
町
〞を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
故
保
木
久
雄
町
長
の
大
英
断
に
よ
り
三
階
建
の

文
化
会
館
が
建
設
さ
れ
、
併
せ
て
由
宇
町
文
化
協
会
が

設
立
さ
れ
た
。
以
後
二
十
六
年
に
な
る
。

　

現
在
、
会
員
数
七
百
二
十
八
名
、
グ
ル
ー
プ
の
数

五
十
七
と
そ
れ
ぞ
れ
生
き
る
目
的
や
趣
味
に
応
じ
て
加

入
し
文
化
会
館
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
。

　

特
に
由
宇
文
化
協
会
で
は
、
地
域
の
文
化
水
準
を
あ

げ
る
た
め
に
講
演
会
・
映
画
鑑
賞
会
・
音
楽
会
等
大
ホ
ー

ル
を
活
用
し
て
い
る
が
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
至
難
の

業
で
あ
る
。

※
ゆ
う
音
楽
祭
に
つ
い
て

　

パ
ウ
ゼ
（
音
楽
の
友
）
の
発
表
の
場
で
あ
る
が
、
広

く
地
域
の
音
楽
愛
好
者
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
独
奏
、

合
奏
、
合
唱
付
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
等
本
格
的
な
音
楽
会
と

し
て
広
く
地
域
の
人
々
の
期
待
を
得
、定
着
し
て
い
る
。

来
春
の
第
五
回
ゆ
う
音
楽
祭

に
向
け
、
準
備
中
で
あ
る
。

※ 

小
中
学
生
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

　

長
期
の
休
み
を
利
用
し
て
、

各
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
参
加

し
た
り
、
小
学
生
の
将
棋
カ

ル
タ
大
会
な
ど
企
画
し
て
い
る
。

今
、
子
ど
も
達
を
と
り
ま
く

環
境
を
見
る
に
つ
け
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
て
伝
統
文
化

を
と
ら
え
る
こ
と
は
大
切
な

こ
と
だ
と
思
う
。 由

宇
文
化
協
会

会
長　
田
村
幸
志
郎

〒
７
５
３

－

０
０
７
４

　
山
口
市
中
央
２

－

５

－

１

　
山
口
市
民
会
館
内

　
☎
０
８
３

－

９
２
３

－

１
０
０
０

　

昭
和
四
十
六
年
八
月
に
市

民
待
望
の
山
口
市
民
会
館
が

建
設
さ
れ
、
二
年
後
の
昭
和

四
十
八
年
五
月
に
や
ま
ぐ
ち

市
民
文
化
の
会
は
発
足
し
ま

し
た
。

　

県
都
山
口
を
名
実
と
も
に

文
化
都
市
に
、
そ
し
て
、
我

が
ま
ち
に
世
界
一
流
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
呼
ぼ
う
を
合
言

葉
に
活
動
が
開
始
さ
れ
、早
や
、

三
十
六
年
の
歳
月
が
流
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
間
、
市
民
会
館
を
拠

点
に
国
内
外
の
一
流
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
迎
え
て
の
演
奏
会
、
歌
舞
伎
、
新
劇
な
ど
格

調
の
高
い
文
化
事
業
を
幅
広
く
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
手
作
り
の
「
市
民

コ
ン
サ
ー
ト
」
は
各
種
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
等
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
ら
れ
た
方
や
平
素
か
ら
熱
心
な
音
楽
活
動
を
さ

れ
て
い
る
個
人
や
団
体
を
市
民
会
館
に
お
招
き
し
て
、〝
あ

の
名
演
奏
を
も
う
一
度
〞
を
テ
ー
マ
に
も
う
一
度
あ
の
素

晴
ら
し
い
演
奏
を
市
民
に
披
露
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
演

奏
会
で
、
昨
年
度
で
三
十
五
回
を
数
え
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
市
内
の
中
・
高
校
生
・
賛
助
出
演
者
で
編

成
さ
れ
た
「
山
口
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
は
先
生
方

の
献
身
的
な
指
導
の
下
で
、近
年
め
き
め
き
と
実
力
を
つ
け
、

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
ふ
さ
わ
し
い
感
動
の

演
奏
を
披
露
し
て
い
ま
す
。こ
の
市
民
参
加
型
の
コ
ン
サ
ー

ト
は
市
民
に
す
っ
か
り
定
着
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
充

実
・
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

や
ま
ぐ
ち
市
民
文
化
の
会
で
は
、
山
口
市
の
文
化
の
向

上
・
発
展
に
資
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
文
化
享

受
に
応
え
て
、
こ
れ
ま
で
燃
や
し
続
け
て
き
た
文
化
の
灯

火
を
点
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
写
真　

 

第
35
回
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

山
口
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

や
ま
ぐ
ち
市
民
文
化
の
会

会
長　
末
廣　
正
巳

〒
７
５
３

－

０
０
２
２

　
山
口
市
折
本
２

－

11

－

72
浜
田
方

　
☎
０
８
３

－

９
２
３

－

８
９
２
３

　

山
口
県
合
唱
団
は
、
県
内
の
小
中
高
等
学
校
及
び
大
学

の
教
員
や
声
楽
家
、
合
唱
指
導
者
な
ど
合
唱
を
こ
よ
な
く

愛
す
、
約
四
十
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
平
成
元
年
四
月
に
結

成
さ
れ
た
、
今
年
活
動
二
十
年
目
を
迎
え
る
混
声
合
唱
団

で
す
。

　

平
成
元
年
十
月
十
七
日
、
三
隅
町
立
明
倫
小
学
校
で
の

巡
回
芸
術
劇
場
を
か
わ
き
り
に
、
こ
の
二
十
年
の
間
に
県

内
の
百
校
を
超
え
る
小
中
学
校
を
対
象
に
八
十
八
回
の
楽

し
い
合
唱
の
公
演
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
日
本
の
名
曲
の
他
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
音
楽
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
ナ
ン
バ
ー
、
更
に
は
音
楽

劇
と
い
っ
た
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
児
童
生
徒
に
は
勿

論
、
保
護
者
・
教
職
員
か
ら
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

山
口
県
合
唱
団

文化飛翔／Vol.３／2008 秋 4



会
長　
芝
口　
英
夫 

〒
７
５
３

－

０
０
７
０

　
山
口
市
白
石
３

－

１

－
１

　
附
属
山
口
小
学
校
内　

　
☎
０
８
３

－

９
３
３

－

５
９
５
０

　

山
口
県
音
楽
教
育
連
盟
は
、
昭
和
二
十
八
年
に
発
足
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
五
十
五
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
先
輩

諸
氏
の
献
身
的
な
努
力
に
よ
り
、〝
音
楽
教
育
の
振
興
〞と〝
音

楽
文
化
の
向
上
〞
を
め
ざ
し
て
、
保
・
幼
・
小
・
中
・
高

の
会
員
が
連
携
し
て
一
貫
し
た
音
楽
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
の
風
を

吹
き
込
み
、精
進
し
て
い
く
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
に
し
っ

か
り
と
し
た
音
楽
的
な
力
を
つ
け
た
い
も
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

活
動
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
今

年
度
か
ら
、
機
構
改
革
を
行
っ
て
、
総
務
部
を
中
心
に
、

四
つ
の
事
業
部
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

各
事
業
部
で
は
、「
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」（
第
一
事

業
部
）「
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル
」（
第
二
事
業
部
）「
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
」「
創
作
コ
ン
ク
ー
ル
」（
第
三
事
業
部
）
を
開

催
し
ま
す
と
と
も
に
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
各

事
業
部
の
活
動
状
況
、
各
研
究
会
等
の
案
内
、
広
報
」（
第

四
事
業
部
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
数
多
く

の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、
長
年
に
わ
た
り
、
音
楽
的
な
技

能
や
表
現
力
を
向
上
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
本
連
盟
の
活
動
を
広
く
県
民
の
皆

様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
覧
い

た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

 http://www.onkyoren.
jp/index.html

山
口
県
音
楽
教
育
連
盟

会
長　
岡　
　
篷
舟

〒
７
５
５

－

０
２
４
１

　
宇
部
市
大
字
東
岐
波
１
７
０
３

－

２
６

　
佐
貫
方

　
☎
０
８
３
６

－

５
８

－

５
２
３
６

　

山
口
県
書
道
連
盟
は
、

一
九
八
三
年
に
県
内
の
多
く
の

書
道
団
体
や
個
人
が
結
集
し
て

発
足
し
ま
し
た
。
一
九
八
八
年

に
は
社
団
法
人
と
し
て
山
口
県

よ
り
認
定
さ
れ
、
多
く
の
書
道

愛
好
家
の
作
品
発
表
の
場
と
し

て
民
主
的
に
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
年
に
一
度
の
連
盟
展
で
は

書
芸
術
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く

展
示
し
、
そ
の
理
解
が
進
み
ま

す
よ
う
に
《
作
品
展
示
》
と
と

も
に
《
理
事
揮
毫
会
》《
実
技

講
座
》《
表
装
講
座
》
等
も
企

画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
中
国
山
東
省
書
法
家
協
会
と

の
交
流
を
継
続
し
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。
近
年
は
次
世
代
間
の
交
流
も
必
要
と
見
な
し

山
口
県
と
山
東
省
児
童
生
徒
展
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
研
修
旅
行
と
し
て
二
年
に
一
度
の
中
国

旅
行
、
毎
年
初
冬
に
は
国
内
の
書
芸
術
に
触
れ
る
旅
を
計

画
し
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
九

月
に
下
関
市
立
美
術
館
で
第
二
十
六
回
連
盟
展
を
、
十
月

に
《
山
東
省
と
承
徳
の
旅
》、
冬
に
は
愛
媛
県
の
《
三
輪

田
米
山
の
書
を
見
る
旅
》
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
山
口
県
書
道
連
盟
と
中
国
山
東
省
書
法
家
協
会

が
相
互
交
流
を
通
し
て
両
国
の
書
道
家
の
友
好
と
理
解
の

促
進
、
書
道
芸
術

の
共
同
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
て
い

く
こ
と
、
新
た
に

韓
国
、
台
湾
と
も

交
流
を
図
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

㈳
山
口
県
書
道
連
盟

会
長　
松
浦　
正
人

〒
７
４
７

－

０
０
２
６

　
防
府
市
緑
町
１

－

９

－

１

　
☎
０
８
３
５

－

２
３

－

２
２
１
１

　

㈶
防
府
市
文
化
振
興
財
団
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
文
化
を
享
受

し
、
育
み
、
創
り
出
す
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
基
本
理
念
に
、

真
に
豊
か
さ
の
実
感
で
き
る
地
域

社
会
の
形
成
と
進
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
十
年

三
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
か
ら
、
防
府
市
公
会
堂
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
ア
ス
ピ
ラ
ー

ト
）、青
少
年
科
学
館（
ソ
ラ
ー
ル
）、

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
管
理
運
営
に
携
わ
り
、
平
成

十
八
年
度
か
ら
は
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
防

府
市
か
ら
委
任
を
受
け
、
こ
れ
ら
四
施
設
の
管
理
及
び
自

主
事
業
の
企
画
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
当
財
団
の
設
立
十
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
文
化
事
業
と
し
て
「
沖
縄
伝
統
芸
能　

組
踊
」「
ふ

る
さ
と
の
匠
た
ち
」、
科
学
事
業
と
し
て
「
恐
竜
展
」
等
、

多
く
の
記
念
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
フ
ェ
ス
タ
ア
ス
ピ
ラ
ー
ト
」「
お
も
し
ろ
サ
イ

エ
ン
ス
in
ソ
ラ
ー
ル
」
の
よ
う
に
、
毎
年
継
続
し
て
い
る

事
業
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
音
楽
・
美
術
育
成
事
業
、
科

学
教
育
普
及
活
動
、
発
明
ク
ラ
ブ
の
運
営
等
を
通
じ
、
一

人
一
人
の
知
的
要
求
に
応
え
る
と
と
も
に
、
地
域
や
学
校

と
の
連
携
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
誌
「
イ
ベ
ン
ト
ア
イ
」、「
そ
ら
ー
る
通
信
」
等
で

紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

時
代
の
変
化
に
伴
っ
て
、
公
益

法
人
改
革
や
博
物
館
制
度
の
見
直

し
等
、
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
、
地
域
や
社

会
か
ら
信
頼
と
協
力
を
得
て
、
知

的
な
刺
激
や
楽
し
み
を
分
か
ち
合

え
る
よ
う
な
組
織
と
し
て
活
動
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

㈶
防
府
市
文
化
振
興
財
団
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■
山
口
県
文
化
芸
術
審
議
会
を
設
置

　
〜
文
化
芸
術
の
振
興
を
目
指
し
て
〜

　

昨
年
、
県
で
は
、
文
化
芸
術
に
よ
る
県
づ
く
り
の
基
本

と
な
る「
山
口
県
文
化
芸
術
振
興
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
に
基
づ
き
、

今
年
六
月
、「
山
口
県
文
化

芸
術
審
議
会
」が
設
置
さ

れ
、第
一
回
目
の
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。審
議
会
は
、

学
識
経
験
者
な
ど
十
七
人

の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
文

化
芸
術
に
関
す
る
重
要
事

項
に
つ
い
て
の
審
議
な
ど

を
行
い
ま
す
。

注
目！

山
口
県
か
ら
のお
知
ら
せ

■
情
報
満
載
！
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
文
化
情
報
や
ま
ぐ
ち
」

　

今
年
度
の
新
規
事
業「
や
ま
ぐ
ち
の
文
化
力
推
進
事
業
」

で
の
取
組
と
し
て
、
今
秋
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
文
化

情
報
や
ま
ぐ
ち
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
従
来
の
情

報
に
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
加
わ
る
ほ
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
特
性
を
生
か
し
て
、
操
作
性
・
検
索
性
を
更
に
向
上

さ
せ
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
利
用
及
び
情
報
の
提
供
を
お
持
ち
し

て
い
ま
す
。

主
な
コ
ン
テ
ン
ツ

◇
イ
ベ
ン
ト
・
募
集
案
内
情
報

　

県
が
、文
化
芸
術
団
体
（
県
文
化
連
盟
加
盟
団
体
等
）

や
市
町
等
が
行
う
文
化
芸
術
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の

情
報
を
定
期
的
（
四
半
期
毎
）
に
収
集
し
、
一
元
的
に

提
供
し
ま
す
。

＊ 

イ
ベ
ン
ト
等
の
主
催
者
の
皆
様
が
、直
接
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
か
ら
登
録
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

◇
文
化
人
材
バ
ン
ク
・
文
化
芸
術
団
体
一
覧

　

地
域
や
学
校
等
に
お
い
て
実
技
指
導
や
講
義
な
ど
を

行
う
こ
と
の
で
き
る
芸
術
家
・
指
導
者
等
や
、
県
内
で

活
動
さ
れ
て
い
る
文
化
芸
術
団
体
の
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
公
開
し
ま
す
。

　

県
で
は
、
文
化
人
材
バ
ン
ク
・
文
化
芸
術
団
体
の
情

報
の
充
実
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、多
く
の
皆
様
の
ご
登
録
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

＊ 

関
係
の
皆
様
が
、
直
接
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら

登
録
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

◇
見
た
！
聴
い
た
！
や
ま
ぐ
ち
文
化
レ
ポ
ー
タ
ー
が
ゆ
く
！

　

公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
県
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が
、
県
内

の
文
化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
等
に
伺
い
、
肌
で
感
じ

た
文
化
芸
術
の
魅
力
や
感
動
な
ど
を
様
々
な
角
度
か
ら

レ
ポ
ー
ト
し
、
県
民
の
皆
様
の
文
化
芸
術
活
動
へ
の

参
加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

や
ま
ぐ
ち
文
化
レ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
活

動
に
対
し
ま
し
て
、
文
化
芸
術
団
体
、
文
化
施
設
等

イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

文
化
施
設
等
に
お
い
て
文
化
芸
術
活
動
の
側
面
的

な
支
援
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

＊ 

関
係
の
皆
様
が
、
直
接
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か

ら
登
録
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

○「
文
化
情
報
や
ま
ぐ
ち
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://bunka.pref.yam
aguchi.lg.jp/

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
県
文
化
振
興
課

　
　

☎ 

０
８
３

－

９
３
３

－

２
６
１
０

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
３

－

９
３
３

－

４
８
２
９

　
　

E-mail a19300@
pref.yam

aguchi.lg.jp

審議会委員の皆様
委員氏名 役職・所属等
伊藤　知子 ＮＰＯ法人たすけあいねっとわーく理事
岩野　雅子 山口県立大学国際化推進室室長・国際文化学部教授
上田　俊成 山口県文化連盟副会長
臼杵　裕世 山口県中学校文化連盟会長
柏原　伸二 山口経済同友会特別幹事
河野　康志 山口商工会議所副会頭
蔵重千恵子 公募
曽田　元子 公募
西崎　博史（副会長）㈶周南市文化振興財団常務理事兼事務局長
福田　隆眞（会長）山口大学教育学部教授
藤井　一之 山口パフォーマンスネットワーク代表
水谷由美子 山口県立大学大学院国際文化学研究科教授
宮本歌穂湖 箏曲演奏家
モチェオ久美 声楽家
湯川　洋司 山口大学人文学部教授
横山眞佐子 ㈱こどもの広場代表取締役
和仁　皓明 西日本食文化研究会主宰・元東亜大学大学院教授

（五十音順） 審議会の様子

平
成
二
十
年
度

　

春
の
文
化
・
芸
術
関
係

表
彰
受
賞
者
の
皆
さ
ん

■
山
口
県
芸
術
文
化
振
興
奨
励
賞

　

中
野　
良
寿
（
美
術
／
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

　

藤
田　
卓
也
（
音
楽
／
声
楽
）
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Topics & Information トピックス＆インフォメーション

Ⅰ　
平
成
二
十
一
年
度　
地
域
文
化
活
動
支
援
事
業

○
対
象
者

　

 　

県
内
を
主
た
る
活
動
の
本
拠
と
す
る
民
間
団
体
及

び
個
人

○
対
象
事
業

　

 　

創
造
的
、
独
創
的
な
事
業
や
地
域
文
化
の
振
興
に

つ
な
が
る
事
業

　

＊
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業

　

＊
文
化
交
流
を
促
進
す
る
事
業

　

＊
地
域
文
化
を
担
う
人
材
及
び
団
体
を
育
成
す
る
事
業

　

＊
文
化
意
識
の
高
揚
に
資
す
る
事
業

　

※ 

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
事
業
が
対
象
で
す
。

○
助
成
金
額

　

 　

助
成
対
象
経
費
か
ら
入
場
料
等
収
入
を
控
除
し
た

額
の
二
分
の
一
以
内
の
額
（
自
己
負
担
金
の
額
の
範

囲
内
で
一
〇
〇
万
円
を
上
限
）

Ⅱ　
平
成
二
十
一
年
度　
郷
土
文
化
活
動
支
援
事
業

（
平
成
二
十
年
度
創
設
）

○
対
象
者

　

 　

県
内
を
主
た
る
活
動
の
本
拠
と
す
る
郷
土
文
化
活

動
を
行
う
民
間
団
体

○
対
象
事
業

　

 　

特
色
あ
る
郷
土
文
化
活
動
を
保
存
・
伝
承
す
る
た

め
の
事
業

　

＊
他
の
郷
土
文
化
活
動
を
行
う
団
体
と
の
交
流
事
業

　

＊
郷
土
文
化
活
動
を
広
く
普
及
す
る
事
業

　

＊ 

衰
退
し
た
郷
土
文
化
を
掘
り
起
こ
し
、
伝
承
す
る

事
業

　

＊
郷
土
文
化
の
後
継
者
を
育
成
す
る
事
業

　

＊ 

郷
土
文
化
を
保
存
及
び
伝
承
す
る
た
め
に
、
そ
の

活
動
を
記
録
す
る
事
業

　

＊ 

郷
土
文
化
に
関
す
る
衣
装
、
用
具
等
を
修
繕
又
は

更
新
す
る
事
業

※ 

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
事
業
が
対
象
で
す
。

○
助
成
金
額

　

 　

助
成
対
象
経
費
か
ら
入
場
料
等
収
入
を
控
除
し
た

額
の
二
分
の
一
以
内
の
額
（
自
己
負
担
金
の
額
の
範

囲
内
で
三
〇
万
円
を
上
限
）

Ⅲ　
募
集
期
間
等
（
Ⅰ
、
Ⅱ
共
通
）

○
募
集
期
間　
　

平
成
二
十
年
十
二
月
中
旬
〜

　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
一
年
一
月
中
旬
（
予
定
）

○
申
込
方
法

　

 　

助
成
金
交
付
申
請
書
を
最
寄
り
の
市
町
文
化
行
政

担
当
課
に
提
出
。（
詳
細
は
今
後
県
文
化
振
興
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
予
定
）

○
選
考
方
法

　

 　

㈶
山
口
県
文
化
振
興
財
団
の
審
査
委
員
会
で
厳
正

に
審
査
し
、
採
択
及
び
助
成
額
を
決
定
し
ま
す
。

※ 

申
請
が
あ
っ
た
事
業
が
す
べ
て
助
成
さ
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

Ⅳ　
お
問
い
合
わ
せ
先

　

㈶
山
口
県
文
化
振
興
財
団
事
務
局

　
　

〒
７
５
３

－

８
５
０
１

　
　
　

山
口
市
滝
町
１

－

１　

山
口
県
文
化
振
興
課
内

　
　
　
　

☎ 

０
８
３

－

９
３
２

－

２
７
１
７

　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
３

－

９
３
３

－

４
８
２
９

㈶
山
口
県
文
化
振
興
財
団
が
行
う

文
化
活
動
支
援
事
業
に
つ
い
て（
予
定
）

㈶
エ
ネ
ル
ギ
ア
文
化・ス
ポ
ー
ツ
財
団
が

行
う
文
化
活
動
支
援
事
業
に
つ
い
て

文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
各
種
支
援
情
報
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

＊ 

今
後
募
集
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
め
、

主
な
事
業
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ⅰ　

 

平
成
二
十
一
年
度　
エ
ネ
ル
ギ
ア
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

財
団
助
成
事
業

○ 

対
象
者　

中
国
地
域
に
所
在
す
る
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
団
体

○
対
象
事
業

　

 　

美
術
の
展
示
活
動
、
音
楽
の
公
演
活
動
及
び
伝
統

文
化
の
保
存
・
伝
承
・
復
活
・
復
元
・
発
表
活
動
で

あ
っ
て
、
中
国
地
域
在
住
者
が
過
半
数
を
占
め
中
国

地
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
活
動

※ 

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
事
業
が
対
象
で
す
。

○
助
成
金
額
：
助
成
対
象
経
費
の
二
分
の
一
を
限
度

　
（
原
則
一
〇
万
〜
五
〇
万
円
／
一
件
）

Ⅱ　
募
集
期
間
等

○
募
集
期
間　

 

平
成
二
十
年
十
月
一
日
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
年
十
一
月
三
十
日

○
申
込
方
法

　

 　

当
財
団
所
定
の
様
式
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
県
（
文
化
振
興
課
、
社
会
教
育
・
文
化
財

課
又
は
学
校
安
全
・
体
育
課
）
又
は
当
財
団
事
務
局

に
提
出

※ 

申
請
が
あ
っ
た
事
業
が
す
べ
て
助
成
さ
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

Ⅲ　
お
問
い
合
わ
せ
先

エ
ネ
ル
ギ
ア
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
財
団
事
務
局

　

〒
７
３
０

－

０
０
４
１

　
　

広
島
市
中
区
小
町
４

－

33 

中
国
電
力
内

　
　
　

☎ 

０
８
２

－

５
４
２

－

３
６
３
９

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
２

－

５
４
２

－

３
６
４
４

　
　
　

E-mail zj000005@
pnet.gr.energia.co.jp
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　平成20年度の取組の中で紹介した「地域の文化芸
術活動支援事業」は、今後、本連盟の自主事業の柱
として、継続的に取り組んでいきます。
　講師（指導者）の数や対象分野を充実させ、文化
芸術活動へのサポートを求める地域や学校等の期待に
応えていきたいと考えていますの
で、会員の皆様の積極的な登
録をお待ちしています。

　

放
浪
の
山
頭
火
さ
ん
の
「
ど
う
し
よ
う
も

な
い
私
」
と
自
負
な
さ
り
乍
ら
の
句
心
。

　

若
い
身
空
で
「
み
ん
な
違
っ
て
、
み
ん
な

い
い
」
と
言
い
切
る
み
す
ゞ
さ
ん
。

　
「
作
者
は
知
ら
な
く
て
い
い
。
絵
だ
け
を

見
て
貰
え
れ
ば
」
と
仰
言
る
香
月
先
生
。

　
〝
い
ま
の
世
に
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
ど
ん

な
詩
を
お
創
り
に
な
る
の
か
な
〞
と
、
と
て

も
気
に
な
る
、
中
原
中
也
氏
。

　

以
上
の
四
人
の
先
人
達
の
作
品
を
テ
ー
マ

に
頂
い
て
の
作
舞
が
い
つ
の
間
に
か
私
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
つ
に
な
っ
て
居
り
ま
し
た
。

　

山
口
市
に
居
を
構
え
六
十
一
年
。
自
然
の

美
し
い
風
土
に
見
守
ら
れ
、
何
曲
を
創
り
、

何
千
人
を
御
教
え
し
、
何
万
人
の
方
に
観
て

頂
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
頃
そ
の
年
輪
の
積
み
重
ね
の
御
陰
で

し
ょ
う
か
、
や
っ
と
楽
し
ん
で
創
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
と
申
し
ま
す
よ
り
、
そ
の

辺
か
ら
、
何
か
を
頂
き
、
心
で
纏
め
ま
す
と

作
品
に
な
っ
て
居
り
ま
す
か
ら
不
思
議
で
す
。

　

そ
し
て
最
近
気
付
い
た
の
で
す
が
、
舞
台

芸
術
の
一
番
の
魅
力
は
〝
人
間
が
素
材
〞
と

言
う
事
で
す
。
年
令
・
体
型
・
性
格
、
凡
て

違
う
人
々
の
個
性
を
見
極
め
、
私
の
創
り
た

い
こ
と
を
伝
え
、
一
つ
の
作
品
は
出
来
上
が

り
ま
す
。
大
袈
裟
に
考
え
れ
ば
〝
そ
の
人
の

人
生
の
時
間
の
一
部
を
頂
い
て
創
っ
て
い
る
〞

随
分
と
贅
沢
な
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
の
だ
な
あ
、
と
改
め
て
踊
り
手
、
ス
タ
ッ

フ
諸
氏
に
〝
感
謝
〞
で
す
。

　

近
頃
暗
い
記
事
が
数
多
く
横
行
の
中
、
舞

踊
を
通
じ
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
明
る
い
世
の

中
へ
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
話

し
合
っ
て
居
り
ま
す
が
、
先
ず
は
、
私
共
の

ス
テ
ー
ジ
を
ご

覧
頂
い
た
方
々

が
明
る
い
気
分

で
お
帰
り
頂
け

る
よ
う
な〝
楽
し

い
作
品
〞
を
原

点
に
そ
の
と
き

を
大
切
に

こ
の
道
を
歩
み

続
け
た
い
と
願
っ

て
居
り
ま
す
。

瞬い

ま間
を
大
切
に

山口県洋舞連盟理事長
舞踊創作家
加藤　燿子

賛助会員募集の御案内
　本連盟の趣旨に賛同し、その事業、運営等を支援
してくださる賛助会員（個人又は団体）を広く募集
しています。

年会費　１口年間 5,000円（１口以上）
＊ 賛助会員の皆様には、会報、その他文化情報誌を
お届けします。
＊ 入会受付は随時いたしておりますが、会員期間は
入会日からその事業年度の３月31日までとさせて
いただきます。
申込み方法
 　所定の入会申込書兼振込書にて年会費のお振り込
みをお願いします。
　詳しくは、山口県文化連盟事務局までお問い合わ
せください。

中原中也詩〈春日狂想〉
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